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A相の Orderparameterは軌道部分の異方性を与えるβ-vectorを持つ｡ それがどの

様な運動法則に従うかという問題は,系の持つ軌道角運動量の大きさの問題とも関連 し

ており,実験的にも今日まだはっきりしていない｡ すでにいくつかの現象論的理論が提

案されているので,その検討を試みた｡

この間題を最初に具体的に取 り上げ,運動方撞式を与えたのは deGennes1)である｡

その後,この運動方塩式を用いて,microscopicにfreeenergyを計算することによって ,

wb1ne 2)はorbitalwaveの分散式を得た.彼等はnormal部分の運動を止めた運動 方程

式
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である｡ 強磁性の場合と同じ型をしているので Orbitalwaveは q2に比例した異方的な
I

分散式となるO対の軌道角運動量密度 LSpはzeroでないとし,Anderson-Morelの値を用

いている｡G血 am3)は液晶の場合との琴似を考えて,Martin等のやり方で, Orbital

hydrodynamicsを組みたて,deGennes等と同じ型のものを得ている｡
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これらはparticle-hole対称性を仮定した時にLSp -oとなったり,A-vectorに働 く
一･････:■
pの空間変化によるtOrqueが zeroとなったりして,Orbitalwaveが常に拡散的になり,
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問題点を含んでいると思われる｡

対の波動関数が空間回転運動をすると,対が慣性能率を持っ為にそれにより誘起され

る対の角運動量が存在する.この点に注目して,HC3のSPindynamicsとの類似性 を考

ぇることにより,Legg｡ttと高木 4)は次の運動方程式を提案した. (LSp - Oとした.)

88-DI - 二 才 ×Li , 88-LI - -Bix詰 , (三･才-o)
---･ナ

運動を記述する変数 としてp-vectorの他に,超流動部分の対の角運動量密度を導入 し

た｡しかLSpindynamicsの場合と比べて次の2点が異なっている｡ (i)normal部分の角

運動量は慣性能率が大きく容器に吸収されてしまうので考える必要はない｡ (ii)energy

gabが異方的でありexCitationの方向分布でも異方的であるので,比較的にT｡の近 く
------チ

ではp-vectorの運動に対 して強い粘性力が働 く. (nOrmallockingeffect)彼等の運動

方程式はGor,kov方程式から微視的に導 くことができる5.)そしてT二二0でq-1inearな異

方的分散式をもつ orbitalwaveが得られる｡

帆 eatley5)等のTc近傍でのp-vectorの緩和の実験は粘性力が大きいので, 運動

i

方程式はdeGennes型でもLeggett一高木型でも説明でき,実験的にはどちらがよいかは

判定できない｡

Leggett一高木と同じ型の OrbitalhydrodynamicsはVolorvik7)によっても主張されて

いる｡ 彼は matrixkineticequationを用いてKhalatnikov流に理論を組み立てている｡彼

の理論からはLSpとして2つの異なる値 (与 pと 告 A 2(NF/EF)Bn(eF/T｡))が

出て来て矛盾 しているにも拘らず,一方の値 ((H/6)A2(NF/EF)Bn(EF/↑｡))のみを
採用 しており,一部におかしな点がみられる｡
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